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　若い力で地域貢献　若い力で地域貢献　若い力で地域貢献　若い力で地域貢献
～秋田北鷹高校除雪ボランティア～～秋田北鷹高校除雪ボランティア～

住民を悩ます大雪住民を悩ます大雪住民を悩ます大雪住民を悩ます大雪 　県立秋田北鷹高校（佐藤英樹校長、生徒数762人）の

除雪ボランティア活動が２月14日に行われました。こ

の活動は身近なボランティアを通じて地域に貢献し

ようと、高校生が高齢者世帯などの除雪を支援するも

の。参加した同校普通科２年の生徒147人はさわやか

な汗を流しながら、若いパワーで除雪していました。



▼
投
票
日　

　

平
成
25
年
４
月
７
日（
日
）

▼
投
票
時
間　

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
※  

　
投
票
は
、市
内
62
か
所
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
が
１
時
間
繰
り
上
げ

ら
れ
、
午
後
７
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

※
次
の
投
票
区
で
は
２
時
間
繰
り
上
げ
て

午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す

▼
鷹
巣
地
区　
田
子
ヶ
沢
、
岩
谷
、
黒
沢
、

坊
山
、
葛
黒
、
竜
森
、
明
利
又

▼
合
川
地
区　
三
里
、
三
木
田
、
鎌
沢
、

杉
山
田

▼
森
吉
地
区　
浦
田
、
桂
瀬
、
前
田
、
小
又
、

新
屋
布
、
五
味
堀
、
巻
渕

▼
阿
仁
地
区　
三
枚
、
吉
田
、
水
無
、
銀
山
、

荒
瀬
、
伏
影
、
根
子
、
比
立
内
、
中
村

　

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
は
、
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
平
成
５
年
４
月
８
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

②
平
成
24
年
12
月
30
日
以
前
か
ら
北
秋
田

市
区
域
内
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

【
留
意
事
項
】

▽
県
知
事
選
挙

　

投
票
日
ま
で
に
県
外
に
転
出
さ
れ
た
方

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
県
内
で
の

転
出
や
転
入
に
よ
り
住
所
を
異
動
さ
れ
て

い
る
方
は
、
「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を

有
す
る
旨
の
証
明
書
（
又
は
住
民
票
の
写

し
）」
が
必
要
な
場
合
や
、
北
秋
田
市
で
は

な
く
、
前
住
所
地
で
投
票
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
不
明
な
方
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

投
票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出
さ
れ
た
方

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
、「
期
日
前
投
票
」
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
知
事
選
挙
と
市
長
、
市
議
補
欠
選
挙
で

は
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間
が
こ
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
期
日
前
投
票
を
す
る
際
は
、
投
票
所
入

場
券
の
裏
面
「
期
日
前
・
不
在
者
投
票
宣

誓
書
兼
請
求
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
請

求
日
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
電
話

番
号
及
び
理
由
を
記
入
し
て
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

●
不
在
者
投
票

　
仕
事
や
旅
行
、
住
所
移
転
等
で
選
挙
期

間
中
に
北
秋
田
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
出
向
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
を

す
る
場
合
は
、
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
「
期

日
前
・
不
在
者
投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」

に
請
求
日
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
の

ほ
か
、
滞
在
先
の
住
所
及
び
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
入
場
券
を
封
書
に
入
れ
て

選
挙
管
理
委
員
会
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

請
求
を
確
認
し
、
滞
在
先
に
投
票
用
紙
を

送
り
ま
す
。
郵
送
手
続
き
に
日
数
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
請
求
は
早
め
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
た

病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る

方
は
、
そ
こ
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
障
害
な
ど
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
身
体
に
重
度
の
障

害
の
あ
る
方
や
、
介
護
保
険
証
に
要
介
護

状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る
者
と
し
て

記
載
さ
れ
て
い
る
方
で
、「
郵
便
投
票
証
明

書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
の
開
票
は
、
投
票
日
当
日

の
午
後
８
時
30
分
か
ら
鷹
巣
体
育
館
で
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
自
動
車
で
お
越
し
の
際
は
で
き

る
だ
け
乗
り
合
い
で
お
願
い
し
ま
す
。

私
の
一
票 

あ
な
た
の
一
票 

秋
田
を
支
え
る 

こ
の
一
票

私
の
一
票 

あ
な
た
の
一
票 

秋
田
を
支
え
る 

こ
の
一
票

秋
田
県
知
事
選
挙

北
秋
田
市
長
選
挙

北
秋
田
市
議
会
議
員

        

　 

補
欠
選
挙

　
秋
田
県
知
事
選
挙
（
３
月
21
日
告
示
）、

北
秋
田
市
長
選
挙
及
び
北
秋
田
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
（
３
月
31
日
告
示
）
が
、
４
月
７

日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
県
政
、
市
政
を
託
す
人
を
決

め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
私
た
ち
の
明
る
い

豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
忘
れ
ず
に
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

北秋田市選挙管理委員会
北秋田市明るい選挙推進協議会

◎
お
問
い
合
わ
せ

 

北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
62̶

６
６
１
４

■
投
票
日
・
投
票
時
間

■
投
票
で
き
る
方

■
期
日
前
投
票

■
不
在
者
投
票

■
開
票
は
鷹
巣
体
育
館
で

　
次
の
投
票
区
は
、
投
票
所
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

▼
小
森
投
票
区

　
　
（
変
更
前
）
鷹
巣
南
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
←

　
　
（
変
更
後
）
小
森
自
治
会
館

▼
前
田
投
票
区

　
　
（
変
更
前
）
前
田
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
←

　
　
（
変
更
後
）
前
田
公
民
館

投
票
所
の
変
更
に
つ
い
て

　　なまはげめいすいくん

せ
ん
き
ょ

投票日は

７７７（日）（日）（日）

４４４
期日前投票所の場所・開設期間

北秋田市役所本庁北秋田市役所本庁

合川庁舎、森吉庁舎、阿仁庁舎合川庁舎、森吉庁舎、阿仁庁舎

■秋田県知事選挙

　平成25年３月22日（金）から
　　　　　４月６日（土）まで
　午前８時30分～午後８時

■北秋田市長選挙

■北秋田市議会議員補欠選挙

　平成25年４月１日（月）から
　　　　　４月６日（土）まで
　午前８時30分～午後８時

■秋田県知事選挙

■北秋田市長選挙

■北秋田市議会議員補欠選挙

　平成25年４月１日（月）から
　　　　　４月６日（土）まで
　午前８時30分～午後７時

期日前投票所の場所・開設期間 忘
れ
ず
に

投
票
し
よ
う
！
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鷹巣第１
鷹巣第２
鷹巣第３
南　鷹 巣
摩 当
太 田
掛 泥
綴 子
田子ヶ沢
岩 谷
糠 沢
田 中
坊 沢
緑　ヶ 丘
黒 沢
今 泉
前 山
坊 山
小 森
沢 口
川 口
七　日 市
葛 黒
竜 森
明　利 又
道 城
上 杉
合川駅前
川 井
金 沢
木　戸 石

鷹巣中央保育園
中央公民館
北秋田市保健センター
南鷹巣交流センター
栄生活改善センター
サテライトステーションさかえ
掛泥交流センター
綴子基幹集落センター
田子ヶ沢セリ集荷所
岩谷林業センター
糠沢集落会館
田中総合センター
坊沢公民館
緑ヶ丘担い手センター
黒沢生活改善センター
今泉交流センター
前山森林交流センター
坊山交流センター
小森自治会館（変更になりました）

沢口林業センター
川口自治会館
七日市基幹集落センター
葛黒林業センター
三ノ渡児童館
松沢集落会館
道城児童館
合川東小学校
北秋田市合川庁舎
川井交流センター
合川公民館金沢分館
木戸石児童館

７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～18時
７時～18時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～18時
７時～19時
７時～19時
７時～18時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時

増 沢
李 岱
新　田 目
羽　根 山
根 田
三 里
三　木 田
鎌 沢
杉　山 田
米内沢第１
米内沢第２
本 城
米内沢駅前
長 野
大　野 岱
浦 田
桂 瀬
前 田
小 又
新　屋 布
五　味 堀
巻 渕
三 枚
吉 田
水 無
銀 山
荒 瀬
伏 影
根 子
比　立 内
中 村

７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～19時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時
７時～18時

増沢集会施設
李岱研修施設
新田目児童館
羽根山活性化施設
東根田多目的集会施設
三里担い手センター
三木田多目的集会施設
鎌沢生活改善センター
杉山田集会施設
森吉コミュニティセンター
北秋田市森吉庁舎
本城コミュニティセンター
米内沢駅前自治会館
アグリハウス
大沢会館
浦田交流センター
桂瀬自治会館
前田公民館（変更になりました）

前田駅前自治会館
新屋布コミュニティセンター
五味堀コミュニティセンター
根森田コミュニティセンター
上小様集会所（旧三枚分館）
吉田自治会館（旧吉田分館）
阿仁ふるさと文化センター
山村開発センター
荒瀬地区コミュニティセンター
旧阿仁公民館伏影分館
根子児童館
農村環境改善センター
中村地区コミュニティセンター

投　票　所投票区 投　票　所 投票所開閉時間 投票区 投票所開閉時間

秋田県知事選挙・北秋田市長選挙・北秋田市議会議員補欠選挙　投票所と時間秋田県知事選挙・北秋田市長選挙・北秋田市議会議員補欠選挙　投票所と時間

の色の着いた投票所＝７時～18時

期日前投票所の期間と時間
【北秋田市役所本庁舎】 【合川庁舎・森吉庁舎・阿仁庁舎】
期間　平成25年３月22日（金）から
　　　　　　　４月６日（土）まで

時間　午前８時30分～午後８時

※北秋田市長選挙と北秋田市議会議員補欠選挙の
　投票ができるのは、４月１日からとなります

※３つの選挙とも同時に投票できます

「県知事選挙」と「市長・

市議補欠選挙」の投票期間

が異なっていますのでご注

意ください。

期日前投票所の期間と時間

期間　平成25年４月１日（月）から
　　　　　　　４月６日（土）まで

時間　午前８時30分～午後８時

　
国
の
文
化
財
審
議
会
（
宮
田
亮
平
会
長
）
は
１
月
18
日
、
文

化
財
分
科
会
に
お
い
て
本
市
所
在
の
「
阿
仁
マ
タ
ギ
の
狩
猟
用

具
」
2
9
3
点
を
、
国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
す
る

よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。
本
市
所
在
の
文
化
財

の
国
指
定
は
、
平
成
21
年
７
月
の
「
胡
桃
館
遺
跡
出
土
品
」
以

来
4
年
ぶ
り
、
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
は
初
と
な
り
ま
す
。

　
阿
仁
マ
タ
ギ
は
、
北
秋
田
市
阿
仁
地
域
の

根
子
、
打
当
、
比
立
内
な
ど
の
集
落
に
居
住
し
、

狩
猟
を
生
業
と
し
た
人
々
で
す
。
古
く
は
江

戸
時
代
後
期
の
紀
行
家
菅
江
真
澄
の
文
献
に

根
子
集
落
の
マ
タ
ギ
に
つ
い
て
の
記
録
が

残
っ
て
い
ま
す
。
シ
カ
リ
と
呼
ば
れ
る
統
率

者
の
指
示
の
も
と
、
集
団
で
猟
を
行
う
こ
と

で
知
ら
れ
、
ク
マ
や
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
大
型

獣
や
ノ
ウ
サ
ギ
、
ム
サ
サ
ビ
な
ど
の
小
型
獣

な
ど
を
獲
物
と
す
る
狩
猟
に
よ
っ
て
生
計
を

立
て
て
き
ま
し
た
。

　
マ
タ
ギ
の
狩
猟
活
動
に
は
居
住
地
区
周
辺

で
行
う
里
マ
タ
ギ
の
ほ
か
、岩
手
、福
島
、山
形
、

新
潟
な
ど
遠
方
ま
で
出
か
け
る
旅
マ
タ
ギ
が

あ
り
、
ま
た
旅
マ
タ
ギ
が
行
っ
た
先
な
ど
で

の
「
熊
の
胆
」
な
ど
の
売
薬
・
行
商
活
動
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
阿
仁
マ
タ
ギ
の
狩
猟
用

具
」
は
、
こ
の
阿
仁
マ
タ
ギ
が
狩
猟
に
用
い

た
衣
装
、
携
行
品
、
武
器
な
ど
の
道
具
類
で
、

内
訳
は
、
大
型
獣
、
中
・
小
型
獣
、
鳥
類
ご

と
に
猟
に
用
い
ら
れ
た
衣
類
・
携
行
品
・
信
仰
・

武
器
・
罠
類
２
４
９
点
、
山
小
屋
で
の
生
活

用
具
20
点
、
行
商
用
具
24
点
の
計
２
９
３
点

で
す
。

　
所
有
は
、
個
人
25
人
、
民
間
会
社
１
社
、

北
秋
田
市
で
、
多
く
は
阿
仁
地
区
の
マ
タ
ギ

集
落
の
各
家
庭
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た

も
の
で
す
。
戦
後
、
マ
タ
ギ
習
俗
が
急
速
に

失
わ
れ
て
い
く
中
、
昭
和
34
年
に
「
阿
仁
マ

タ
ギ
用
具
」
１
２
６
点
が
県
有
形
文
化
財
の

指
定
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
〜

19
年
度
の
３
か
年
で
、
指
定
資
料
を
含
む
再

調
査
、
聴
き
取
り
調
査
、
実
測
（
図
化
）
調

査
が
県
教
育
委
員
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
指

定
後
、
45
年
余
り
を
経
過
し
た
現
状
が
総
合

的
に
調
査
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
平
成
24
年
３
月
、
１
４
２
点
が
新

た
に
追
加
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
国
指
定
は
、
東
日
本
各
地
に
広
く

活
動
し
た
日
本
を
代
表
す
る
狩
猟
民
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
阿
仁
マ
タ
ギ
の
狩
猟
活
動
と

薬
の
行
商
活
動
の
実
態
を
示
し
、
日
本
に
お

け
る
狩
猟
習
俗
の
比
較
の
上
で
も
重
要
な
ま

と
ま
っ
た
一
括
資
料
と
し
て
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
北
秋
田
市
所
在
の
国
指
定
文
化
財
件
数
は

こ
れ
で
８
件
と
な
り
、
重
要
有
形
民
俗
文
化

財
と
し
て
は
初
め
て
の
指
定
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
今
回
の
答
申
に
基
づ
き
、
文
部
科
学

大
臣
の
決
裁
、
官
報
告
示
を
経
て
正
式
に
指

定
と
な
り
ま
す
。

■
北
秋
田
市
に
お
け
る
国
指
定
文
化
財

▼
桃
洞
・
佐
渡
の
ス
ギ
原
生
林（
天
然
記
念
物
：

昭
和
50
年
）▼
旧
阿
仁
鉱
山
外
国
人
官
舎
（
建

造
物
：
平
成
２
年
）▼
伊
勢
堂
岱
遺
跡
（
史
跡
：

平
成
13
年
）▼
絹
本
著
色
松
に
唐
鳥
図
〈
佐
竹

曙
山
筆
〉（
絵
画
：
平
成
15
年
）▼
根
子
番
楽（
無

形
民
俗
：
平
成
16
年
）▼
金
家
住
宅
（
建
造
物
：

平
成
20
年
）▼
秋
田
県
胡
桃
館
遺
跡
出
土
品

（
考
古
資
料
：
平
成
21
年
）

『
阿
仁
マ
タ
ギ
の
狩
猟
用
具
』　
　

国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
指
定
へ

秋
田
県
で
は
47
年
ぶ
り
６
件
目

国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
指
定

▲北秋田市で初となる国重要有形民俗文化財へ指定される
　「阿仁マタギの狩猟用具」293点の一部

秋
田
県
で
は
47
年
ぶ
り
６
件
目

国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
指
定

『阿仁マタギの狩猟用具』国重要文化財指定へ

北
秋
田
市
で
は
初
の
国
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
指
定
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　市職員の給与等の実態について、平成24年４月１日現在で行われた「地方公務員給与実態調査」
に基づき、その概要をお知らせします。
　なお、同調査結果については、３月中に市ホームページに掲載のうえ公表する予定です。

※市職員の給与は、人事院の給与勧告及び国や他の団体との均衡を考慮しながら市議会の審議を経
て条例で定めています。

職員の給与・定員管理について
公表します‥‥「公務員給与実態調査から」

 36,298

22,437,562

414,454

4,288,808

19.1

人　

千円

千円

千円

％　

※人件費は、特別職に支給される給与、報酬等を含みます
人　件　費
人件費以外

●人件費の状況（平成23年度普通会計決算）

181億4875万4千円

42億8880万89千円 　住民基本台帳人口

　歳　　出　　額　　Ａ

　実　質　収　支

　人　　件　　費　　Ｂ

人件費率（Ｂ／Ａ）　　  23年度

●職員給与費の状況（平成24年度一般会計当初予算） ※特別会計職員を除く一般職員

給　　　　与　　　　費
職 員 数

給　　　料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計

一人当たり
給　与　費
（Ｂ／Ａ）ＢＡ

人
451

千円
1,708,010

千円
  314,517

千円
638,651

千円
2,661,178

千円
5,901

●経験年数別・学歴別平均給料月額（平成24年４月１日現在）

円 円 円

円 円 円

●平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（平成24年４月１日現在）
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
円

329,432
　　　　　　円
375,084 45歳0ヵ月

　　　　　　円
313,023

　　　　　　円
330,051

（北秋田市職員）
55歳3ヵ月

※平均給与月額には、扶養手当、住居手当、通勤手当等が含まれます

●初任給の状況（平成24年４月１日現在）
区　　　分 大　学　卒 高　校　卒

一般行政職 　　　　　　　円
172,200

　　　　　　　円
140,100 ※初任給は、国と同基準です

●定員の状況・部門別職員数（各年４月１日現在）

区　　　分 職　員　数 対前年
増減数部　　　門 Ｈ24Ｈ23

●一般行政職の級別職員数（平成24年４月１日現在）

●一般職の期末・勤勉支給割合（平成24年度)

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計

一

般

行

政

部

門

特別行政部門（教育）
（消防）

普 通 会 計　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

会
計
部
門

公
営
企
業
等

合　　　　　　計
※教育長を含み、臨時職員等含まず

5
90
24
80
40
0
21
12
20
292
66
96
454
30
13
7
19
69
523

0
2

△ 3
 △ 4
   0

0
  △ 2

1
△ 2
△ 8
△ 4
0

 △ 12
△ 1
△ 1
0
0

△ 2
△ 14

5
88
27
84
40
0
23
11
22
300
70
96
466
31
14
7
19
71
537

税務職・保健職・企業職・技能労務職・
福祉職・教育職・医療職を除きます。

標準的な
職務内容 構成比職員数

合　　　　計

区 分

5.34
8.90
31.67
22.42
19.57
8.90
3.20

100.00

15
25
89
63
55
25
 9
281

主　　事
主　　任
主　　査
副 主 幹
主　　幹
課　　長
部　　長

１ 級
２ 級
３ 級
４ 級
５ 級
６ 級
７ 級

【扶養手当】
　・配偶者
　・その他
　・特定扶養の加算額
　・配偶者のない１人目

【住居手当】
　・借　家
　
【通勤手当】
　・交通機関利用
　・交通用具（自動車等）

13,000円
6,500円
5,000円
11,000円

最高27,000円

最高55,000円
最高24,500円

●扶養手当・住居手当・通勤手当

※国の支給割合と同じです

区　分
　６月期
１２月期
合　計

期 末 手 当
1.225 月分
1.375 月分
2.600 月分

勤 勉 手 当
0.675 月分
0.675 月分
1.350 月分

●特別職の報酬額等の状況
区　分
市　長
副市長
教育長

議　長
副議長
議　員

847,000 円
624,000 円
552,000 円

266,000 円
244,000 円
232,000 円

給料・報酬(月額) 期 末 手 当
6月期 1.375月分
12月期 1.550月分
合　計 2.925月分

経験年数15～20年未満経験年数10～15年未満経験年数７～10年未満

一般行政職
大学卒

高校卒

区　　　　　分

230,300

190,300

266,700

222,200

305,700

274,000

※住民基本台帳人口は、平成24年3月31日現在です
※実質収支は、形式収支（歳入－歳出）から翌年度に繰り越
　すべき財源を控除した決算額です

6月期 1.200月分
12月期 1.350月分
合　計 2.550月分

（教育長）

※教育長には、勤勉手当も支給（支給割合は一般職と同じ）

181億4875万4千円

42億8880万8千円

人 ％
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津谷市長記者会見／市長ダイアリー

　
津
谷
市
長
の
記
者
会
見
が
１
月
22
日
、

市
役
所
で
開
か
れ
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業

の
誘
致
や
市
災
害
警
戒
部
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
の
誘
致
に
つ
い
て

は
、
昨
年
７
月
１
日
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
が
始

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
、
市
有

地
に
お
け
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
誘
致
を

行
っ
て
き
た
こ
と
を
説
明
。「 

こ
の
度
、

首
都
圏
の
企
業
か
ら
市
内
に
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
を
設
置
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

り
、
条
件
等
に
つ
い
て
協
議
を
続
け
て
き

た
が
、
ほ
ぼ
ク
リ
ア
す
る
見
込
み
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
覚
書
の
締
結
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
」
と
報
告
し
ま

し
た
。 

そ
の
う
え
で
「
設
置
場
所
は
、
３

年
前
に
開
催
さ
れ
た
第
１
３
３
回
秋
田
県

種
苗
交
換
会
会
場
の
跡
地
で
、
９
・
５
ha

の
う
ち
の
８
ha
を
使
用
し
て
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
等
を
設
置
す
る
。
計
画
出
力
は
２
６

６
７・
84
kw（
７
３
５
世
帯
分
）を
見
込
み
、

事
業
期
間
は
20
年
を
予
定
し
て
い
る
。
現

在
予
定
さ
れ
て
い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業

で
は
、
県
内
最
大
の
発
電
規
模
と
な
っ
て

い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
今
後
の
予
定
と

し
て
「
関
係
地
域
へ
の
説
明
会
を
開
催
し

た
う
え
で
、
３
月
ま
で
を
目
途
に
北
秋
田

市
に
設
置
予
定
の
現
地
法
人
と
協
定
書
の

締
結
を
行
い
、
４
月
か
ら
の
工
事
着
手
、

９
月
の
完
成
、
10
月
か
ら
の
発
電
運
転
を

目
指
す
予
定
」
な
ど
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
月
８
日
午
前
９
時
に
設
置
し

た
大
雪
に
よ
る
市
災
害
警
戒
部
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
人
的
被
害
や
家
屋
の
被
害
状

況
、
各
地
区
の
一
斉
除
雪
の
出
動
回
数
な

ど
を
報
告
。
さ
ら
に
は
「
屋
根
の
雪
下
ろ

し
の
際
に
は
『
命
綱
を
つ
け
る
』『
近
所

に
声
掛
け
し
て
二
人
以
上
で
行
う
』『
な

る
べ
く
携
帯
電
話
を
持
っ
て
行
う
』
な
ど

万
全
の
対
策
で
、
十
分
気
を
つ
け
て
作
業

を
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」
と
注
意
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

津
谷
市
長
記
者
会
見

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
誘
致
に
つ
い
て
説
明

◇
1
月
16
日
〜
2
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

　
第
１
回
北
秋
田
ス
プ
リ
ン
ト
カ
ッ
プ
（
佐

藤
光
子
実
行
委
員
長
）
が
２
月
10
日
、
大
館

能
代
空
港
ふ
れ
あ
い
緑
地
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
で
開
か
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般

ま
で
１
７
０
人
が
各
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。 

　
同
大
会
は
、
多
く
の
人
に
ス
キ
ー
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
北
秋
田
ス
プ
リ
ン
ト

カ
ッ
プ
実
行
委
員
会
が
企
画
し
、
今
年
か
ら

開
催
す
る
新
し
い
大
会
で
す
。

　
開
始
式
で
は
、佐
藤
実
行
委
員
長
が「
せ
っ

か
く
雪
国
に
住
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
も
っ

と
も
っ
と
ス
キ
ー
競
技
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
い
う
思
い
で
、
こ
の
ス
プ
リ
ン
ト

カ
ッ
プ
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
位
ま
で
順
位
が
つ
く
と
い
う
こ
と
で
勝
負

は
勝
負
で
す
が
、
今
日
は
ま
ず
ス
キ
ー
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
楽
し
め
る

ス
キ
ー
大
会
と
し
て
、
来
年
、
再
来
年
、
そ

の
先
も
長
く
続
け
ら
れ
る
大
会
に
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
と
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ

つ
し
「
こ
れ
よ
り
第
１
回
北
秋
田
ス
プ
リ
ン

ト
カ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
」
と
大
会
の
開
始

を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
小
学
生
１
・
２
年
（
男
女
各
３

０
０
ｍ
）、同
３
・
４
年（
男
女
各
５
０
０
ｍ
）、

同
５
・
６
年
（
男
女
各
８
０
０
ｍ
）、
中
学

生
（
男
女
各
８
０
０
ｍ
）、
一
般
（
19
歳
〜

39
歳
）（
男
子
８
０
０
ｍ
、
女
子
５
０
０
ｍ
）、

マ
ス
タ
ー
ズ
（
40
歳
以
上
）（
男
８
０
０
ｍ
）

の
11
種
目
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
走
法
は
ク
ラ

シ
カ
ル
で
行
わ
れ
、
予
選
か
ら
決
勝
ま
で
各

種
目
５
〜
７
人
の
各
組
ご
と
の
一
斉
ス
タ
ー

ト
と
し
、
タ
イ
ム
計
測
は
行
わ
ず
ゴ
ー
ル
順

で
順
位
を
決
め
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
大
会
開
催
直
後
は
気
温
が
低

く
時
折
雪
が
舞
う
天
候
で
し
た
が
、
次
第
に

日
が
差
し
気
温
も
上
が
り
穏
や
か
な
天
候
と

な
り
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、
会
場
に
詰
め

か
け
た
家
族
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か
ら
の
声
援

を
受
け
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

よ
う
と
力
強
い
ス
ト
ッ
ク
ワ
ー
ク
で
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

第
1
回
北
秋
田
ス
プ
リ
ン
ト
カ
ッ
プ

一
番
で
ゴ
ー
ル
を
駆
け
抜
け
ろ

　
高
校
受
験
を
間
近
に
控
え
た
２
月
14

日
、
北
秋
田
市
と
上
小
阿
仁
村
の
中
学
３

年
生
全
員
に
「
合
格
祈
願
バ
タ
ー
餅
」
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
贈
呈
の
バ
タ
ー
餅
は
、
商
標
登
録

「
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
」
の
使
用
が
認
め

ら
れ
て
い
る
市
内
の
12
業
者
が
、
バ
タ
ー

餅
の
よ
う
に
受
験
生
一
人
一
人
の„
点
“が

伸
び
る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
作
っ
た

も
の
。縦
６
㎝
、横
４
㎝
の
バ
タ
ー
餅
に
は
、

桜
の
花
び
ら
の
な
か
に「
点
」と
い
う
文

字
を
図
案
化
し
焼
印
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
鷹
巣
神
社
で
合
格
祈
祷
を

行
っ
た
後
、
受
験
生
３
２
９
人
の
も
と
に

一
斉
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
鷹
巣
中
学
校
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で

は
、３
年
生
１
１
９
人
が
ホ
ー
ル
に
集
合
。

日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
の
村
井
松
悦
会
長
が

「
業
者
の
皆
さ
ん
が
君
た
ち
の
た
め
に
無

償
で
提
供
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
体
調

に
は
十
分
気
を
つ
け
、
バ
タ
ー
餅
に
あ
や

か
り
緊
張
し
て
硬
く
な
ら
な
い
で
受
験
に

臨
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
生
徒
代
表

の
佐
々
木
果
琳
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、鈴
木
隆
也
さ
ん
が「
バ

タ
ー
餅
の
伸
び
の
よ
さ
に
あ
や
か
っ
て
、

受
験
勉
強
を
粘
り
強
く
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
」と
述
べ
た
あ
と
、全
員
で「
受

験
勉
強
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
声
高
ら
か
に

決
意
表
明
し
ま
し
た
。

「
合
格
祈
願
バ
タ
ー
餅
」
の
贈
呈

バ
タ
ー
餅
に
あ
や
か
り
「
点
」
伸
ば
し
て

1
月
16
日（
水
）▽
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会（
本
庁
舎
）

17
日（
木
）▽
合
川
地
区
自
治
会
長
会
総
会（
合
川
庁
舎
）

18
日（
金
）▽「
し
ゃ
べ
る
べ
の
会
」（
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
さ
え
）▽
北
秋
田

市
農
業
委
員
会
研
修
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

19
日（
土
）▽
２
０
１
３
新
春
芸
術
文
化
協
会
交
流
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

20
日（
日
）▽
鷹
巣
婦
人
会
新
春
交
流
会（
中
央
公
民
館
）▽
森
吉
婦
人
会「
新
春
婦
人

の
つ
ど
い
」（
森
吉
公
民
館
）

22
日（
火
）▽
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

23
日（
水
）▽
秋
田
県
市
長
会
要
望
活
動（
東
京
都
内
）

24
日（
木
）▽
元
鷹
巣
町
消
防
団
分
団
長
小
笠
原
正
一
氏
高
齢
者
叙
勲
伝
達
式（
本
庁
舎
）

25
日（
金
）▽
新
年
度
予
算
市
長
査
定
〜
28
日（
本
庁
舎
）

26
日（
土
）▽
五
城
目
町
水
泳
協
会
創
立
30
周
年
記
念
式
典
、祝
賀
会（
五
城
目
町
）

27
日（
日
）▽
第
６
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
開
会
式（
薬
師
山
ス
キ
ー
場
）

28
日（
月
）▽
鷹
巣
北
都
会
新
春
懇
談
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

29
日（
火
）▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
平
成
25
年
新
年
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

30
日（
水
）▽
秋
田
県・市
町
村
協
働
政
策
会
議
県
北
地
域
会（
大
館
市
）

31
日（
木
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）▽

鷹
巣
建
設
技
能
組
合
平
成
25
年
新
年
会（
中
央
公
民
館
）

２
月
６
日（
水
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
組
合
議
会（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）▽
Ｊ

Ａ
鷹
巣
町
青
果
物
生
産
者
大
会（
中
央
公
民
館
）

７
日（
木
）▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
臨
時
総
会（
秋
田
市
）

８
日（
金
）▽
県
道
二
ツ
井
森
吉
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
、森
吉
山
ダ
ム
建
設

促
進
期
成
同
盟
会
総
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）▽
鷹
巣
地
区
農
事
組
合
法
人
協
議
会

平
成
24
年
度
総
会（
丸
留
旅
館
）

9
日（
土
）▽
第
19
回
鷹
巣
も
ち
っ
こ
市
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー（
大
太
鼓
の
館
）

11
日（
月
）▽
第
35
回
北
秋
田
市「
建
国
記
念
の
日
」を
祝
う
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

12
日（
火
）▽
東
洋
精
箔
株
式
会
社
秋
田
工
場
願
満
稲
荷
祭（
同
工
場
）▽
北
秋
田
市
上

小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議・組
合
議
会（
森
吉
庁
舎
）

▽
新
春「
地
域
住
民
親
睦
交
流
会
」（
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
）

13
日（
水
）▽
平
成
24
年
度
鷹
巣
阿
仁
地
域
保
健
医
療
福
祉
協
議
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）▽

秋
田
県
板
金
工
業
組
合
北
秋
田
支
部
定
例
総
会（
み
よ
し
）

15
日（
金
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

▲記者会見でメガソーラー事業について
報告する津谷市長

▲170人の選手が熱戦を繰り広げた第１回
北秋田スプリントカップ

▲鷹巣中学校で行われた「合格祈願バター
餅」の贈呈式

▲「祈合格　点がのび～る」のシールが貼ら
れた合格祈願バター餅

か
り
ん

た
か
や

第１回北秋田スプリントカップ／「合格祈願バター餅」の贈呈
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「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
の
１
月
26
日
、
災
害

か
ら
文
化
財
を
守
る
想
定
訓
練
が
森
吉
地
区

（
龍
淵
寺
）
と
鷹
巣
地
区
（
鷹
巣
神
社
）
で
行

わ
れ
、地
区
住
民
や
消
防
機
関
な
ど
が
参
加
し
、

文
化
財
愛
護
思
想
と
防
災
意
識
を
高
め
ま
し

た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
１
月
26

日
に
、
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
壁
画
が
焼

損
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
昭
和
30
年
に
制
定

さ
れ
、
毎
年
こ
の
日
を
中
心
に
全
国
各
地
で

文
化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
、
20
日
か
ら
27
日
の
期
間
で
、

合
川
地
区
（
福
田
獅
子
舞
伝
承
館
）、
阿
仁
地

区
（
愛
宕
神
社
・
稲
荷
神
社
周
辺
）
の
火
災

想
定
訓
練
や
、
胡
桃
館
収
蔵
庫
（
綴
子
）、
長

岐
邸
（
七
日
市
）
な
ど
６
カ
所
の
防
火
査
察

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
障
が
い
者
の
保
護
者
が
悩
み
を
語
り
合
う

『
し
ゃ
べ
る
べ
の
会
』
が
、
１
月
18
日
、
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
さ
え
」
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
障
が
い
の
子
を
も
つ
親
が
、

お
互
い
の
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
を
話
し
、

聞
く
こ
と
で
、
学
習
を
深
め
解
決
に
結
び
つ

け
て
い
こ
う
と
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
会
員
の
ほ
か
津
谷
市
長
と
市

の
担
当
者
な
ど
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
参
加
者
一
人
一
人
が
自
己
紹
介
を

し
な
が
ら
現
況
を
報
告
。
続
い
て
会
員
ら
は
、

災
害
時
の
避
難
所
の
確
保
や
、
障
が
い
者
が

気
軽
に
行
け
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー

ム
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
の
充
実
、
雇
用
機
会

の
提
供
な
ど
の
話
題
で
積
極
的
な
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。

　
県
立
秋
田
北
鷹
高
校
（
佐
藤
英
樹
校
長
・

生
徒
数
７
６
２
人
）
の
カ
ル
タ
大
会
が
２
月

６
日
、
同
校
の
体
育
館
で
開
か
れ
、
生
徒
た

ち
が
日
本
の
伝
統
文
化
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
、
百
人
一
首
に
親
し
み
な
が
ら

古
典
の
世
界
を
学
び
日
本
の
よ
き
伝
統
の
継

承
と
学
年
を
越
え
た
親
睦
を
図
ろ
う
と
開
催
。

統
合
前
の
米
内
沢
高
校
の
伝
統
行
事
を
継
承

し
て
い
ま
す
。

　
今
大
会
に
は
、
同
校
の
１
・
２
年
生
が
参

加
し
、
14
ク
ラ
ス
に
よ
る
対
抗
戦
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
札

を
凝
視
し
、
気
合
を
入
れ
て
身
を
乗
り
だ
し

た
り
、
上
の
句
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
素
早

く
反
応
し
て
下
の
句
の
書
か
れ
て
い
る
札
に

手
を
伸
ば
し
た
り
し
な
が
ら
、
真
剣
な
表
情

で
札
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。

　
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
小
笠
原
正
一

さ
ん
（
88
歳
）＝
前
山
＝
が
こ
の
ほ
ど
高
齢
者

叙
勲
の
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
、
1
月
24
日
、

市
役
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
に
は
、
長
男
の
小
笠
原
正
耕
さ
ん

（
57
歳
）
が
代
理
で
出
席
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
叙
勲
は
、
公
共
の
た
め
に
貢
献
さ

れ
た
各
界
の
功
労
者
の
う
ち
、
春
秋
叙
勲
で

勲
章
を
授
与
さ
れ
て
い
な
い
方
で
88
歳
に
達

し
た
方
に
授
与
さ
れ
ま
す
。   

　
小
笠
原
さ
ん
は
、
昭
和
21
年
12
月
に
七
座

村
消
防
団
に
入
団
、
昭
和
30
年
か
ら
は
町
村

合
併
に
よ
り
鷹
巣
町
消
防
団
の
所
属
と
な
り
、

退
職
さ
れ
る
昭
和
57
年
3
月
ま
で
36
年
の
長

き
に
わ
た
っ
て
消
防
団
員
を
務
め
ら
れ
、
そ

の
間
、
副
分
団
長
や
分
団
長
を
歴
任
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
26
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
た
選
手
た
ち
が
２
月

15
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
虻
川
副
市
長
に
大

会
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
発

掘
な
ど
を
目
的
に
、
平
成
24
年
12
月
25
日
か

ら
28
日
ま
で
大
阪
府
内
で
開
催
さ
れ
、
男
子

で
は
鷹
巣
中
学
校
３
年
の
鈴
木
祐
貴
選
手
、

畠
山
晶
選
手
、
佐
藤
築
選
手
、
女
子
で
は
鷹

巣
南
中
学
校
３
年
の
中
田
紫
乃
選
手
が
秋
田

県
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
活
躍
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
、
中
田
選
手
が
将
来
に
期
待
す
る

選
手
に
贈
ら
れ
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ・
Ｊ
Ｖ
Ａ
カ
ッ
プ
」、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
有
望
選
手
」、「
大
阪
府
知
事

賞
」
に
、
鈴
木
選
手
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
有
望

選
手
」
に
輝
き
ま
し
た
。

　
市
内
各
地
区
の
社
寺
で
２
月
１
日
、
恒
例

の
厄
払
い
行
事
が
行
わ
れ
、
こ
の
一
年
の
無

事
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
鷹
巣
神
社
で
行
な
わ
れ
た
33

歳
厄
払
い
祈
願
式
に
は
23
人
が
出
席
。
同
神

社
で
は
黒
留
袖
に
丸
髷
（
ま
げ
）
姿
で
参
加

す
る
女
性
が
多
い
こ
と
か
ら
、
伝
統
的
な
ス

タ
イ
ル
で
お
参
り
す
る
女
性
た
ち
を
写
真
に

収
め
よ
う
と
、
市
内
外
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
カ

メ
ラ
マ
ン
が
大
勢
訪
れ
る
の
も
毎
年
の
風
景

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
鷹
巣
神
社
で
の
祈
祷
を
済
ま
せ
た
女
性
た

ち
は
、
通
称
「
女
の
神
様
」
と
し
て
知
ら
れ

る
元
町
の
三
吉
神
社
に
も
お
参
り
。こ
の
あ
と
、

中
心
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
一
役
買

お
う
と
、
鷹
巣
駅
前
の
目
抜
き
通
り
を
行
進

し
ま
し
た
。

▲龍淵寺で行われた訓練には、地域住民、消
防団など約50人が参加

貴重な文化財を後世へ ●平成25年文化財防火デー想定訓練

▲津谷市長に障がい者が抱える悩みや思いを
話す参加者

お互いの悩みを語り合う ●市障害者生活支援センター「ささえ」

▲秋田北鷹高校の１・2年生約500人が参加
したカルタ大会

百人一首で日本の伝統に触れる ●秋田北鷹高校カルタ大会

▲長谷部勝・北秋田地域振興局長から叙勲の
伝達を代理で受ける長男の小笠原正耕さん

長年にわたり消防団活動に尽力 ●小笠原正一さんに高齢者叙勲

▲秋田県選抜チームで活躍した（右から）　
中田選手、佐藤選手、畠山選手、鈴木選手

将来の活躍に大きな期待 ●全国都道府県対抗中学バレーボール大会

▲黒留袖に丸髷（まげ）姿で中心商店街を行
進する33歳厄年の女性

あで姿でにぎわいづくりに一役 ●各社寺で厄払い祈願

ゆ
う
き

き
ず
く

し
ょ
う

し  

の
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すこやか健康講座から 健
康
保
持
は
学
び
か
ら

健
康
保
持
は
学
び
か
ら

平
成
24
年
度
す
こ
や
か
健
康
講
座
か
ら

　　　　

１
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
講
座
で

は
、
北
秋
田
市
民
病
院
外
科
科
長
の
宇

佐
美
修
悦
氏
が
「
胃
が
ん
の
予
防
か
ら

治
療
ま
で
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
宇
佐
美
氏
は
、
秋
田
県
に
お
け
る
が

ん
死
亡
率
が
全
国
１
位
で
、
が
ん
の
な

か
で
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
が
男
性
は

全
国
１
位
、
女
性
も
高
率
で
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
な
が
ら
「
秋
田
県
の
が
ん
死

亡
率
を
改
善
す
る
う
え
で
、
胃
が
ん
を

減
ら
す
こ
と
、
確
実
に
治
し
て
い
く
こ

と
が
極
め
て
重
要
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
早
期
胃
が
ん
の
多
く
は
無
症

状
で
、
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
検
診
を
受
け
、
要
精

査
に
な
っ
た
ら
必
ず
受
診
す
る
よ
う
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
胃
が
ん
の
要
因
と
し
て
は
、
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
ほ
か
、

生
活
習
慣
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
高
塩

分
食
、
喫
煙
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
過
剰
摂

取
な
ど
に
よ
る
こ
と
を
説
明
。
さ
ら
に
、

胃
が
ん
の
治
療
法
と
し
て
、
化
学
療
法

（
抗
が
ん
剤
）
の
み
で
の
完
治
は
困
難

な
こ
と
や
放
射
線
治
療
は
効
果
が
不
明

で
あ
り
、
手
術
が
最
も
確
実
な
治
療
で

あ
る
と
し
、
早
期
が
ん
に
対
し
て
は
内

視
鏡
に
よ
る
切
除
が
行
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
進
行
が
ん
に
対
し
て
は
手
術
に

抗
が
ん
剤
を
組
み
合
わ
せ
た
治
療
が
行

わ
れ
る
と
解
説
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
が
ん
の
進
行
度
に
よ
る
生
存

率
を
紹
介
し
た
う
え
で
「
胃
が
ん
は
、

早
期
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
人
が
治

る
、
少
し
進
行
し
て
い
て
も
早
め
に
治

出
す
こ
と
や
自
分
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
と

話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
が
ん
の
告
知
か
ら 

２
〜
３

週
間
経
つ
と
、
何
と
か
が
ん
ば
っ
て
み

よ
う
、
早
く
治
療
を
受
け
よ
う
、
こ
れ

か
ら
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
思
う
よ
う

に
な
る
が
、
も
し
、
眠
れ
な
い
、
食
べ

た
く
な
い
、
表
情
が
暗
く
ふ
さ
ぎ
込
ん

で
い
る
な
ど
、
普
段
の
生
活
が
送
れ
な

い
状
態
が
何
日
も
続
く
場
合
に
は
、
う

つ
病
も
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
専
門
家

へ
の
相
談
や
自
分
の
病
気
を
知
る
た

め
、
主
治
医
や
医
療
者
に
聞
い
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
情
報
を

集
め
た
り
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
小
林
氏
は
「
ど
ん
な
状
況
に

あ
っ
て
も
自
分
ら
し
く
生
き
さ
え
す
れ

ば
大
概
の
こ
と
は
大
丈
夫
。
が
ん
と
言

わ
れ
た
と
き
も
、
治
療
を
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
る
と
き
も
、
人
生
の
最
期
が

近
づ
い
た
と
き
も
、
自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
ま
す
。
そ
う
な
る
た
め
に
、
自
分

は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を

考
え
て
み
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
も
し
、
あ
な
た
や
あ
な
た

の
家
族
が
が
ん
と
言
わ
れ
た
ら
、
決
し

て
一
人
で
は
悩
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

病
院
に
は
、
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
医
療
者
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
は
、
手
伝
い
た
い
と

思
う
方
が
必
ず
い
ま
す
。
大
切
な
人
と

よ
く
話
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　

１
月
31
日
の
講
座
で
は
、
た
さ
き
皮

ふ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
田
崎
理
子
理
事
長

が
「
冬
場
に
多
い
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
〜
乾

燥
肌
、
低
温
や
け
ど
に
ご
注
意
を
」
と

題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
田
崎
氏
は
、
皮
膚
の
構
造
や
組
織
、

役
割
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら

わ
か
り
や
す
く
解
説
。
皮
膚
の
特
徴
的

な
機
能
と
し
て
「
体
の
中
か
ら
大
事
な

も
の
が
流
れ
出
る
の
を
防
ぐ
働
き
や
、

外
か
ら
の
光
や
熱
、
衝
撃
、
異
物
や
ア

レ
ル
ギ
ー
の
も
と
と
な
る
ダ
ニ
な
ど
の

侵
入
を
防
ぐ
重
要
な
働
き
が
あ
る
」
な

ど
ど
話
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
日
常
生
活
で
心
が
け
る
こ
と

と
し
て
「
体
を
洗
う
と
き
に
あ
か
す
り

タ
オ
ル
を
使
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思

う
が
、
こ
す
っ
て
い
て
気
持
ち
は
い
い

が
、
皮
膚
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
よ
く
な

い
。
こ
す
れ
ば
こ
す
る
ほ
ど
小
さ
い
傷

が
付
き
、
湿
疹
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

あ
る
。
石
鹸
を
泡
立
て
、
自
分
の
手
で

洗
う
こ
と
が
一
番
。
ま
た
、
皮
膚
に
潤

い
を
与
え
る
た
め
、
入
浴
後
出
来
る
だ

け
早
く
、
保
湿
剤
を
塗
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
、
湯
た
ん
ぽ
や
カ
イ
ロ

に
よ
る
低
温
や
け
ど
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
「
熱
い
も
の
は
瞬
時
に

離
す
が
、
心
地
よ
い
温
度
の
も
の
は
、

気
づ
い
た
ら
水
ぶ
く
れ
が
で
き
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
低
温

や
け
ど
は
、
じ
っ
く
り
か
け
て
や
け
ど

が
深
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
表
面
の
み

た
目
と
で
は
状
態
が
全
然
違
う
の
で
、

軽
く
考
え
な
い
で
ほ
し
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
低
温
や
け
ど

に
な
ら
な
い
た
め
に
、
使
い
捨
て
の
カ

イ
ロ
は
直
接
肌
に
触
れ
な
い
よ
う
下
着

や
衣
類
の
う
え
か
ら
使
用
し
貼
付
場
所

を
変
え
る
こ
と
や
就
寝
中
は
使
用
し
な

い
こ
と
、
ま
た
、
カ
イ
ロ
を
貼
っ
た
ま

ま
で
長
時
間
作
業
を
す
る
と
き
は
、
汗

を
か
い
て
熱
が
こ
も
り
や
す
く
な
っ
て

い
る
の
で
注
意
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ

ス
。
さ
ら
に
は
、
あ
ん
か
や
湯
た
ん
ぽ

は
、
タ
オ
ル
な
ど
袋
状
の
も
の
で
包
み
、

直
接
肌
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

や
、
こ
た
つ
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
の
そ
ば
で
就
寝
し
な
い
よ

う
に
と
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま

た
、
民
間
療
法
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ロ

エ
に
つ
い
て
、
水
ぶ
く
れ
の
あ
る
と
こ

ろ
に
貼
る
と
、
中
に
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の

も
と
に
な
る
も
の
を
入
れ
込
む
こ
と
に

な
る
の
で
貼
ら
な
い
よ
う
注
意
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
の
５
人
に
１
人
が
り
患

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
水
虫
に
つ
い
て

も
触
れ
、
原
因
は
白
癬
菌
と
い
う
カ
ビ

で
、
足
の
指
の
間
に
で
き
る
趾
間
型
、

土
踏
ま
ず
な
ど
に
で
き
る
小
水
泡
型
、

一
番
厚
い
角
質
に
つ
く
角
化
型
、
爪
に

つ
く
白
癬
型
な
ど
の
タ
イ
プ
が
あ
る
こ

と
を
説
明
。
足
の
洗
い
方
と
し
て
「
石

鹸
を
よ
く
泡
立
て
て
、
手
で
優
し
く
洗

う
こ
と
、
趾
の
間
を
ご
し
ご
し
洗
わ
な

い
こ
と
、
軽
石
で
ご
し
ご
し
こ
す
ら
な

い
こ
と
、
入
浴
後
乾
い
た
タ
オ
ル
で
き

ち
ん
と
ふ
き
取
る
こ
と
、
ふ
や
け
た
皮

膚
を
無
理
や
り
引
っ
張
っ
て
と
ら
な
い

こ
と
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
に
、
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
専

門
家
に
よ
る
講
演
を
聴
く
「
す
こ
や
か
健
康
講
座
」
が
今
年
度
も
５
回
行

わ
れ
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
１
月
21
日
の
「
胃
が
ん
」
と
「
が
ん
患
者
と
家
族
の
ケ
ア
」、

1
月
31
日
の
「
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

療
す
れ
ば
だ
い
た
い
治
る
、
す
ご
く
進

行
し
て
し
ま
っ
た
が
ん
は
、
手
術
だ
け

で
は
治
り
に
く
い
」
と
述
べ
、「
胃
が

ん
は
治
る
病
気
で
あ
り
、
何
よ
り
も
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
、
検
診

を
受
け
る
こ
と
と
症
状
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
講
座
で
、

山
本
組
合
総
合
病
院
緩
和
ケ
ア
認
定
看

護
師
の
小
林
真
紀
氏
が
「
が
ん
患
者
と

家
族
を
支
え
る
ケ
ア
」
と
題
し
て
講
演
。

自
分
や
家
族
が
突
然
が
ん
を
告
知
さ
れ

た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
し
て
過
ご
し
た

ら
よ
い
の
か
を
解
説
し
ま
し
た
。

　
小
林
氏
は
「
が
ん
で
す
と
言
わ
れ
た

と
き
は
、
動
揺
し
て
何
も
覚
え
て
い
な

い
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
、
食
欲
が
な
い
、

眠
れ
な
い
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
す
べ
て
当
た
り
前
の
こ
と
」
と
述

べ
、
親
し
い
人
や
家
族
、
主
治
医
、
看

護
師
、
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

方
々
へ
自
分
の
つ
ら
い
気
持
ち
を
は
き

▲皮膚トラブルを説明す
る田崎理子氏

▲胃がんについて説明す
る宇佐美修悦氏

　
冬
場
に
多
い
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル

　
　
低
温
や
け
ど
に
注
意
を

▲がん患者のケアについ
て説明する小林真紀氏

が
ん
と
言
わ
れ
た
ら

　
決
し
て
一
人
で
悩
ま
な
い

胃
が
ん
は
治
る
病
気

　
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
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第
６
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
１
月
27
日
、
市

営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
、
市
内
全
域
の
保
育
園

児
か
ら
大
人
ま
で
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
大
回
転
競

技
と
距
離
競
技
で
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
津
谷
市
長
が
「
こ
れ
ま
で
も
こ
の
大

会
で
は
、
皆
さ
ん
の
先
輩
た
ち
が
素
晴
ら
し
い
試
合
を

展
開
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
先
輩
た
ち
が
先
日
行
わ

れ
た
県
の
高
校
ス
キ
ー
大
会
、
ま
た
東
北
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
で
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に

は
、
先
輩
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
な
成
績
を
残
し
、
将

来
は
国
体
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
と
し
て
活
躍
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
選
手
宣
誓
で
は
、
大
川
央
人
さ
ん
（
米
内
沢
小
６
年
）

と
金
夏
織
さ
ん
（
同
５
年
）
が
「
こ
の
大
会
を
開
催
し

て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
、
コ
ー
チ
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
家
族
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を

極
限
ま
で
発
揮
し
、
ゴ
ー
ル
ま
で
滑
り
き
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
が
行
わ
れ
、
大
回
転

競
技
で
は
果
敢
に
ポ
ー
ル
を
攻
め
て
コ
ン
マ
１
秒
で
も

タ
イ
ム
を
縮
め
よ
う
と
す
る
選
手
の
姿
や
、
距
離
競
技

で
は
、
前
方
の
選
手
に
追
い
つ
こ
う
と
、
息
を
弾
ま
せ

て
懸
命
に
滑
る
選
手
の
姿
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

▼
１
年
以
下（
０
・
５
㎞
）　
①
松
浦
鷹
祐（
前

　
田
）
１
分
55
秒
２ 

②
河
田
晃
和
（
合
川

　
北
） 

③
森
岡
大
智
（
合
川
東
）

▼
２
年（
０・５
㎞
）　
①
大
坂
陽
斗（
鷹
巣
西
）

　

１
分
34
秒
２ 

②
小
野
寺
理
人
（
合
川
東
） 

　
③
柴
田
昌
吾
（
浦
田
）

▼
３
年
（
０
・
５
㎞
）　
①
花
田
康
貴
（
鷹
巣

　
中
央
）
１
分
19
秒
５ 

②
土
農
塚
翔
（
合

　
川
） 

③
花
田
星
空
（
合
川
北
）

▼
４
年（
１・
０
㎞
）　
①
堀
部
慈
生（
合
川
北
）

　

４
分
42
秒
０ 

②
小
松
兼
梧
（
綴
子
） 

③

　
河
田
健
登
（
合
川
北
）

▼
５
年（
３・
０
㎞
）　
①
安
部
優
雅（
合
川
北
）

　
13
分
１
秒
６ 

②
山
田
慎
之
介
（
米
内
沢
） 

　
③
堀
内
瑛
光
（
綴
子
）

▼
６
年
（
３
・
０
㎞
）　
①
木
村
賢
太
郎
（
合

　
川
北
）
12
分
19
秒
５ 

②
佐
藤
麗
白
（
鷹

　
巣
中
央
）　
③
小
谷
道
（
鷹
巣
）

▼
リ
レ
ー
（
２
・
０
㎞
×
４
人
）　
①
合
川
小

　
（
木
村
聖
哉
／
金
田
爽
／
近
藤
青
空
／
金

　
田
健
仁
）
33
分
16
秒
９ 

②
合
川
北
小 　

　
③
鷹
巣
小

▼
１
年
以
下（
０
・
５
㎞
）　
①
柴
田
愛
桜（
鷹

　
巣
中
央
）
２
分
１
秒
４ 

②
藤
田
唯
（
綴

　
子
） 

③
加
藤
翠
夕
（
合
川
）

▼
２
年
（
０
・
５
㎞
）　
①
木
村
慶
（
合
川
北
）

　

１
分
36
秒
４ 

②
三
浦
和
佳
奈
（
前
田
） 

　
③
三
浦
優
莉
愛
（
合
川
）

▼
３
年（
０・５
㎞
）　
①
近
藤
さ
く
ら（
合
川
）

　

１
分
24
秒
４ 

②
山
田
智
子
（
米
内
沢
） 

　
③
三
浦
菜
々
子
（
前
田
）

▼
４
年（
１・
０
㎞
）　
①
近
藤
真
凜（
合
川
北
）

　
５
分
８
秒
２ 

②
松
浦
初
奈
（
前
田
） 

③

　
大
野
愛
梨
（
阿
仁
合
）

▼
５
年（
２・
０
㎞
）　
①
高
堰
可
子（
合
川
北
）

　
９
分
24
秒
８ 

②
柴
田
樹
（
前
田
） 

③
三

　
浦
陽
奈
（
前
田
）

▼
６
年（
２・
０
㎞
）　
①
土
田
楓
子（
合
川
北
）

　
９
分
10
秒
０ 

②
畠
山
和
奈
（
鷹
巣
） 

③

　
杉
渕
彩
花
（
合
川
）

▼
リ
レ
ー
（
２
・
０
㎞
×
３
人
）　
①
合
川
小

　
（
田
中
優
衣
／
杉
渕
彩
花
／
平
川
歩
美
）

　
26
分
41
秒
７ 

②
合
川
北
小 

③
鷹
巣
小

▼
51
歳
〜
60
歳
（
１
・
０
㎞
）　
①
高
橋
冨
美

　
雄
（
綴
子
）
５
分
５
秒
１

▼
66
歳
〜
70
歳
（
１
・
０
㎞
）　
①
出
川
吉
弘

　
（
綴
子
）
５
分
18
秒
５

▼
リ
レ
ー
（
１
・
０
㎞
×
５
人
）※
男
女
混
合

　
①
合
北
親
の
会
（
杉
渕
英
佑
／
土
農
塚

　
悠
成
／
花
田
貴
子
／
澤
藤
晃
／
近
藤
洋

　
平
） 

②
前
田
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
ズ 

③
前
田

　
ボ
ー
イ
ズ
&
ガ
ー
ル

▼
１
年
以
下
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
３
）　
①
伊
東

　
皐
空
陽
（
阿
仁
合
）
44
秒
14 

②
成
田
瑛

　
志
（
鷹
巣
中
央
） 

▼
２
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
柴
田

　
林
太
（
大
阿
仁
）
34
秒
33 

②
堀
内
大
輝

　
（
綴
子
）

▼
３
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
戸
沢

　
佳
太
（
米
内
沢
）
32
秒
19 

②
坂
谷
孔
晟　

　
（
鷹
巣
） 

③
金
澤
寛
武
（
鷹
巣
）

▼
４
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
岩
谷
駿

　
一
郎
（
綴
子
）
34
秒
06 

②
寺
田
直
生
（
鷹

　
巣
西
） 

③
松
岡
虎
之
介
（
合
川
）

▼
５
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
山
内

　
優
輝
（
綴
子
）
29
秒
96 

②
佐
藤
孝
奎
（
大

　
阿
仁
） 

③
三
澤
岳
瑠
（
鷹
巣
）

▼
６
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
長
田

　
大
翔
（
鷹
巣
） 

29
秒
81 

②
武
田
凱
（
阿

　
仁
合
） 

③
嘉
成
大
地
（
鷹
巣
中
央
）

▼
中
学
校
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
櫻
田

　
涼
（
合
川
）
30
秒
37

▼
１
年
以
下
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
３
）　
①
佐
藤

　
芭
奈
（
鷹
巣
中
央
）
33
秒
81 

②
佐
藤
陽

　
和
（
鷹
巣
中
央
） 

③
柴
田
栞
奈
（
前
田
） 

▼
３
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
高
橋

　
京
（
鷹
巣
西
） 

33
秒
74 

②
奈
良
田
心
（
綴

　
子
） 

③
斉
藤
夢
望
（
鷹
巣
東
）

▼
４
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
田
中

　
七
奈
（
鷹
巣
）
31
秒
78 

②
石
田
華
野
（
鷹 

　
巣
） 

③
佐
藤
和
奏
（
鷹
巣
）

▼
５
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
安
井

　
陽
菜
（
鷹
巣
中
央
）
28
秒
75 

②
高
橋
叶

　
（
鷹
巣
西
） 

③
長
崎
安
依
南
（
鷹
巣
西
）

▼
６
年
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
三
澤

　
幸
美
（
綴
子
）
27
秒
08 

②
佐
々
木
芽
生

　
（
鷹
巣
東
） 
③
成
田
む
つ
き
（
鷹
巣
西
）

▼
中
学
校
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
安
倍

　
旬
香
（
合
川
）
35
秒
36

▼
高
校
生
〜
30
歳（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
佐
々

　

木
修
平
（
秋
田
北
鷹
高
）
28
秒
45 

▼
31
歳
〜
40
歳
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
土

　
佐
義
真
（
沢
口
）
29
秒
15 

②
安
井
健
（
沢

　
口
） 

③
高
谷
和
則
（
沢
口
）

▼
41
歳
〜
50
歳
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
佐

　
藤
浩
（
沢
口
）
28
秒
59 

②
三
澤
丈
紀
（
綴

　
子
） 

③
佐
藤
一
仁
（
栄
）

▼
51
歳
〜
60
歳
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
１
）　
①
金

　
沢
聡（
栄
）28
秒
67 

②
藤
島
信
夫（
綴
子
）

▼
61
歳
〜
65
歳
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
戸

　
嶋
末
吉
（
坊
沢
）
32
秒
84 

②
武
田
幹
夫

　
（
七
座
）

▼
71
歳
以
上
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
小

　
塚
喜
三
（
沢
口
）
33
秒
53 

②
野
呂
久
雄

　
（
七
座
） 

③
小
塚
嘉
七
（
沢
口
）

▼
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）

　
①
戸
嶋
末
吉
（
坊
沢
）
38
秒
05

▼
31
歳
〜
40
歳
（
ス
タ
ー
ト
位
置
・
第
２
）　
①
大

　
森
則
子
（
鷹
巣
）
31
秒
34 

②
田
中
陽
子

　
（
鷹
巣
）

距

離

競

技

第６回 北秋田市民スキー大会　 上位入賞者第６回 北秋田市民スキー大会　 上位入賞者第６回 北秋田市民スキー大会　 上位入賞者

小
学
校
男
子

小
学
校
女
子

一
般
男
子

一
般
女
子

第
６
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

第
６
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

一
般
男
子

小
学
校
・
中
学
校
女
子

回

転

競

技

小
学
校
・
中
学
校
男
子

▲距離競技、小学校６年女子の入賞者 ▲選手宣誓をする大川さんと金さん

▲ゴール前で最後の力を出す選手たち

▲鋭いターンで旗門を攻める選手▲家族からの声援を受け気迫の走りを見せる選手たち

持
っ
て
い
る
力
を
極
限
ま
で
発
揮

持
っ
て
い
る
力
を
極
限
ま
で
発
揮

持
っ
て
い
る
力
を
極
限
ま
で
発
揮

持
っ
て
い
る
力
を
極
限
ま
で
発
揮

▲１秒でも速いタイムを目指して滑降する選手
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学びの広場

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

60

　
万
灯
火
と
い
う
の
は
、
春
彼
岸
の
時

藁
束
等
を
墓
地
や
田
に
持
参
し
て
燃
や

し
、
亡
く
な
っ
た
先
祖
の
霊
を
お
迎
え

し
供
養
す
る
迎
え
火
の
伝
統
行
事
で
、

市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
巻
渕
地
区
で
は
、
毎
年
彼
岸
の

中
日
に
道
路
か
ら
見
え
る
墓
地
や
小
高

い
と
こ
ろ
で
藁
を
燃
や
し
て
万
灯
火
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
地
区
の
若
勢
会

が
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
40
年
頃

か
ら
自
治
会
に
移
行
し
、
６
年
位
前
ま

で
は
、近
く
の
高
く
て
険
し
い
山
上（
地

元
で
は
あ
だ
ご
様
）
４
ヶ
所
で
行
う
大

掛
か
り
な
も
の
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
太

鼓
の
合
図
で
点
火
し
た
富
士
山
の
形
の

万
灯
火
は
と
て
も
き
れ
い
で
見
る
人
に

感
動
を
与
え
、
先
祖
の
霊
を
供
養
す
る

と
と
も
に
、
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
も

祈
願
し
た
そ
う
で
、
天
気
の
良
い
日
は

能
代
方
面
か
ら
も
見
え
、
唄
の
歌
詞
に

も
出
て
く
る
そ
う
で
す
。
今
年
も
中
日

の
３
月
20
日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
同
じ
小
又
川
沿
い
で
は
、
古
文
書
に

桐
内
沢
で
火
災
が
あ
り
、「
ま
ど
火
」

の
か
か
わ
り
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
他
地
区
の
万
灯
火

　
合
川
地
区
の
万
灯
火
は
、
春
彼
岸
の

中
日
に
集
落
の
よ
く
見
え
る
場
所
で
焚

か
れ
て
い
る
灯
り
を
た
よ
り
に
、
先
祖

の
霊
が
家
に
戻
っ
て
来
る
よ
う
に
と
行

わ
れ
て
い
る
先
祖
供
養
の
行
事
で
、
お

盆
に
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
上
小
阿
仁
村
で
は
、
先
祖
の
霊
を
慰

め
る
た
め
村
内
16
集
落
で
、
春
彼
岸
中

日
の
日
没
後
順
次
万
灯
火
が
点
火
さ
れ

ま
す
。
天
明
の
大
飢
饉
に
由
来
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▽
昭
和
59
年
３
月
21
日
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
合
川
公
民
館
提
供
資
料
、「
北

秋
田
史
用
語
解
説
」、「
森
吉
町
文
化
財

保
護
審
議
記
録
」、「
史
友
」、
巻
渕
住

民
談
話
ほ
か

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員　
照
内
捷
二

北
秋
田
市
指
定
民
俗
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　（
無
形
民
俗
）

○「
巻
渕
の
万
灯
火
」

◇
所
在
地　
巻
渕
地
区

◇
管
理
者　
巻
渕
自
治
会

　
■
子
ど
も
の
生
き
る
力
と
地
域
の
役
割

　
「
子
ど
も
を
『
メ
シ
が
食
え
る
大
人
』

に
育
て
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
の
育

成
や
支
援
に
関
わ
る
全
て
の
大
人
と
、「
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
未
来
と
地
域
の

あ
り
方
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
皆
様
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日　
３
月
14
日
（
木
）

時
間　
15
時
〜
17
時
（
受
付
は
14
時
〜
）

会
場　
文
化
会
館

講
師　
高
濱
正
伸
氏
（
花
ま
る
学
習
会
代

表
）

定
員　
３
０
０
人

参
加
料　
無
料

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

■
第
３
回
合
川
ろ
ば
た
講
座

期
日　
３
月
７
日
（
木
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

会
場　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容　
地
域
の
歴
史
文
化
（
寺
院
）
を
学

ぶ
「
し
ん
で
ん
寺
？
に
っ
た
寺
？
」

講
師　
保
坂
春
聴
氏

　
　
（
穀
城
山
新
田
寺
住
職
）

参
加
料　
無
料

■
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
を
使
っ
た
韓
国
料
理

　
韓
国
の
合
わ
せ
調
味
料
「
ヤ
ン
ニ
ョ
ム

（
唐
辛
子
ネ
ギ
醤
油
）」
を
使
っ
た
料
理 

を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

期
日　
３
月
15
日
（
金
）

時
間　
10
時
〜
13
時

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師　
文
本
照
子
氏

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　
材
料
代
１
０
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

　
昭
和
30
年
代
の
前
田
地
区
の
懐
か
し
い

写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間　
３
月
１
日
（
金
）〜

時
間　
８
時
30
分
〜
17
時

会
場　
前
田
公
民
館　
※
入
場
無
料

日
時　
３
月
30
日
（
土
）

時
間　
14
時
〜
15
時
30
分

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

入
場
料　
無
料

わ
ら
た
ば

教
育
講
演
会 

IN 

北
秋
田

申
問

生
涯
学
習
課　
☎
62̶

１
１
３
０

ま

と

び

▲巻渕の万灯火（平成24年３月撮影）

今、いのちをみつめて
～グッドライフ講座＆一般公開講座～

　グッドライフ講座＆一般公開講座が１月30日、
中央公民館で開かれ、奈良医院の奈良正人院長が
「人生と医療を語る」と題して講話し、講座受講生
と一般市民約１００人が聴講しました。
　奈良院長は講話の中で、現在の医療や平均寿命
が著しく伸びたことに触れ、日頃の生活の中で意
識すべきことや、健康であることは家庭や職場の
財産であると示しました。
　また、運動習慣や食事など日常生活に注意しな
がら、より健康的な人生を送ることは可能である ▲医療の現状などを講話する奈良先生

とし、目標をもって豊かで楽しく過ごしてほしい
とエールを送りました。

学ぶ・作る・味わう殿様御膳
～第４回おやかたさ集まるべ講座～

　おさるべ元気くらぶ（長岐直介代表）が主催す
る第４回おやかたさ集まるべ講座が１月14日、龍
泉寺で開かれ、江戸時代に秋田佐竹藩９代藩主義
和公が、長岐邸に本陣を構えた際に献上された料
理が再現されました。
　献立は、約200年前の長岐家文書「佐竹義和御
渡野日記」を参考に調理され、参加者は、煮物や
鯛の昆布〆などの一の膳、鮎塩焼きやカスベなま
すなどの二の膳を一品一品味わい、当時に思いを
はせました。また、試食には長岐家に保存されて ▲再現された殿様御膳を味わう参加者

いた御膳や食器が使用され、よりおもむきのある
試食になりました。

食文化の和・輪・話
～地域・元気力ＵＰ！セミナー～

　中央公民館と市内高齢者大学による「地域・元
気力UP!セミナー」が２月18日、交流センターで
開かれ、320人が参加し、地域の食文化や人との
つながりについて理解を深めました。
　はじめに、秋田北鷹高校家庭クラブが「発見！
古くて新しい北秋田の味プロジェクト」と題し、
しょうゆバター餅の開発について実践発表。
　講演では、農水省の６次産業化ボランタリープ
ランナーの泉牧子さんが、今の食生活の現状やあ
りえない常識などに触れ「土から生まれたものを ▲講演などで市民らが理解を深めたセミナー

意識的に摂り、次代の子どもたちに文化をつない
でいかなければならない」などと述べました。

合
川
公
民
館
公
開
講
座

申
問

合
川
公
民
館　
☎
78̶

２
１
１
４

森
吉
公
民
館
講
座

申
問

森
吉
公
民
館　
☎
72̶

３
２
５
９

前
田
公
民
館
写
真
展

問

前
田
公
民
館　
☎
84̶

８
７
７
０

問

浜
辺
の
歌
音
楽
館　
☎
72̶

３
０
１
４

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　
　

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
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健
康 

　
　
健
康
推
進
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
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場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、ア
ン
ケ
ー

ト
、
バ
ス
タ
オ
ル
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ちゃん九 島　あおい 東 中 岱

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

藤 岡 た け る

新 林 た く

松 岡 り あ

三 浦 の の か

九 嶋 さ く ら

田 所 さ く や

森 岡 さ ゆ き

中 島 こ こ ろ

小 林 そ う き

九島しゅちか

市 川　ち え

松 岡 り き

松 橋 け い と

李 岱

陣 場 岱

羽 根 山

日 栄

鶴 田

松 ヶ 丘

松 ヶ 丘

上 新 町

本城御嶽

鶴 田

美 栄

米内沢駅前

阿仁大町

■
３
月
13
日（
水
）全
血 

　
　
　
　【
鷹
巣
地
区
】

■
３
月
18
日（
月
）全
血 

　
　
　
　【
森
吉
地
区
・
鷹
巣
地
区
】

申
込
期
限　

３
月
15
日（
金
）

申
込
先　

健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
☎
62-

６
６
６
６

食育ボランティア（ヘルスメイト）食育ボランティア（ヘルスメイト）

北秋田市民プール

※市民プールでは各種教室を開催してい
ます。詳しくはお問い合わせください

北秋田市民プール 　 ☎62̶5001問

問

問

前売

前売

前売

問
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　市では、緊急地震速報などの緊急情報や気象情報、市が発表する避難情報を、
あらかじめ携帯電話やパソコンのメールアドレスをご登録された方に対して、
メールでお知らせしています。緊急時のために、ぜひご登録をお願いします。

緊急時のために、ぜひご登録を！緊急時のために、ぜひご登録を！

【配信情報】
　「全国瞬時警報システム（J-ALERT）」から送信
される緊急情報や、市が発表する避難情報などを
お知らせします。配信される内容は次のとおりです。
（１）市が発表する避難情報…避難勧告、避難指示
（２）国民保護情報…弾道ミサイル等の有事に関する情報
（３）緊急地震速報…推定震度４以上の地震
（４）気象情報…大雨警報、暴風警報など
（５）配信を希望する災害情報…地震情報、津波情報

【登録方法】
○携帯電話の方
　右のＱＲコードを読み取り、
「北秋田市防災情報配信システ
ムのご案内」ページへアクセス
して登録をお願いします。
○パソコンの方
北秋田市ホームページへアクセスし、「北秋田市
防災情報メール登録」から手順に従って登録を完
了して下さい。
＜注１＞ご登録は無料ですが、通信費用は登録者
の負担になります。
＜注２＞迷惑メールの受信拒否等を設定している
場合は、個別に受信するドメイン指定が必要です。
（ドメイン「＠city.kitaakita.akita.jp」）

お問い合わせ
総務課危機管理班
☎62̶1111

　　　　　　【北秋田市の災害メール】
　市では、この「北秋田市防災情報メール」のほか、
災害時に市内に滞在する方へ避難情報をお知らせ
するため「エリアメール・緊急速報メール」の配信
も行っています。

～北秋田市防災情報メール～～北秋田市防災情報メール～

　当院では、２月よりインフ
ルエンザ感染拡大防止の為、
来院されている方にはマスク
の着用をお願いしています。  
ご不便をお掛けし
ますが、ご理解と
ご協力をお願いし
ます。
　また、ご面会についても制
限させていただいています。
状況によりご面会ができない
場合がありますので、詳しく
は北秋田市民病院までお問い
合わせください。

　　北秋田市民病院　☎62̶7001問 　　商工観光課観光振興班　☎72̶5243問

大館能代空港利用者へ大館能代空港利用者へ

片道2,500円助成片道2,500円助成

■対象者
　搭乗する日において北秋田市
に住所を有する方
■対象期間　
　平成25年３月31日（日）まで
■申請期限
　搭乗した日（往復の場合は復
路）から起算して30日以内
■申請書類
　補助金交付申請書／搭乗券
■申請先
　生活課又は各総合窓口センター

実施中！

～来院される皆様へ～

マスクの着用と

面会の制限について

マスクの着用と

面会の制限について

北秋田市民病院からのお願い
お
知
ら
せ

問

申
問

光ブロードバンド光ブロードバンド光ブロードバンド光ブロードバンド光ブロードバンド光ブロードバンド

ＡＤＳＬ回線　
　電話回線を利用するADSLは、交換局からご自宅まで
の距離が遠いほど「伝送速度」が低下する性質を持って
います。そのため動画再生に時間がかかったり、途中で
パソコンの画面が固まったりする場合があります。

光ブロードバンド回線
　一方、光ブロードバンド回線はデジタル信号に「光」の
点滅を利用しており、距離に関わらず、高速・安定な通信が
可能になります。そのため高速インターネットはもちろん、
動画や音楽も快適に視聴でき、ダウンロードもスムーズに
できます。また、データのアップロードにも優れており、写
真、動画を盛り込んだブログ作成にも適しています。

　　財政課電算システム班　☎72̶5234問

シリーズ第１弾シリーズ第１弾

　皆さんのご自宅でも有効活用していただくため、光ブロードバンド回線についてシリーズでご紹介します

　いまや生活の一部となったインターネット。北秋田市は光ファ
イバー網の整備が完了し、市民の皆様が都市部と変わらない通信
環境でブロードバンドサービスを利用できるようになりました。

光ブロードバンドとＡＤＳＬの違い
～速度が速いとインターネットが快適に！～

光ファイバー
（100Mbps）

ＡＤＳＬ
（1.5Mbps）

音楽１曲　５分（4.8MB）

音楽アルバム　74分（72MB）

映画　２時間（3.6GB）

ダウンロード速度比較

0.4秒

６秒

５分 ５時間

６分

25.6秒
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介護保険料「特別徴収」の平準化について
　介護保険料の特別徴収（年金天引き）について、現在の賦課方法では収入の変動や介護

保険料の改正があると、仮徴収額と本徴収額に大きな差が生じてしまう場合があります。

　平成25年度より仮徴収額と本徴収額で大きく異なることが想定される人について、天引

きされる額が年間を通してできるだけ均等になるように、仮徴収額を変更して保険料額の

増減の幅を調整する『平準化』を行います。

○『仮徴収』と『本徴収』？
　前年の所得が確定していないため、前年度の２月の年金天引き額をもとに計算した
額を仮に納付していただきます。（『４月』『６月』『８月』）
　前年所得が確定して年間保険料額が決まります。その年間保険料から仮徴収額を差
し引いた残りの額を３回に分けて納付していただきます。（『10月』『12月』『翌年２月』）

『仮徴収』・・・

『本徴収』・・・

○『平準化』とは？
◎参考例　所得段階：第４段階（世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税の人）の場合

保険料
納付月

仮徴収
４月 ６月 ８月 10月 12月 翌年２月

本徴収

4,800円 4,800円 4,800円 17,524円 17,500円 17,500円

保険料
納付月

仮徴収
４月 ６月 ８月 10月 12月 翌年２月

本徴収

17,500円 11,224円 11,200円 11,200円

【平成25年度】（年間保険料66,924円）

7,900円 7,900円

保険料
納付月

仮徴収
４月 ６月 ８月 10月 12月 翌年２月

本徴収

11,200円 11,324円 11,100円 11,100円

【平成26年度】（年間保険料66,924円）

11,100円 11,100円

■平準化は、所得段階が前年度と変わらないという前提で計算します。そのため、本人や同世帯家族の課税
状況が前年度と大きく異なる人の場合は、仮徴収額と本徴収額の差が生じてしまいます。

14,400円 52,524円
※仮徴収額と本徴収額に大きな差が生じています

33,300円 33,624円
※４月は前年度２月と同額になりますが、６・８月の仮徴収額を変更して仮徴
収と本徴収が均等になるように調整されます

※前年度の平準化により、仮徴収と本徴収に天引きされる保険料の差が緩和されます

年間保険料　６６，９２４円（基準月額５，５７７円）
【平成24年度】（年間保険料66,924円）

■平準化により仮徴収額が変更になる人には、５月に通知する予定です。
年金から天引きされる介護保険料が年間を通して変動が少ない人は平準
化を行いません。
　また、本徴収額確定通知は前年の所得や同世帯家族の課税状況が決定
した後、７月に通知します。

　生活課環境班 ☎62̶1110問

北秋田市
環境放射線量測定結果

　測定の結果、秋田県の通常レ
ベルを超える数値は観測されて
いません。

空間線量調査（２月14日測定）

※県の通常レベルは
　　　　　0.022 ～ 0.086

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合 川 庁 舎 前
　〃　森 吉 庁 舎 前
　〃　阿 仁 庁 舎 前
ｸﾘｰ ﾝ ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ ｾ ﾝ ﾀ ｰ前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.05
0.03
0.06
0.05
0.05
0.03
0.03

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

高齢福祉課介護保険班
☎62̶1112

お
知
ら
せ

問

問

【講座の内容】
　講座は標準テキストに基づいて、ビデオ上映も交えな
がら60～90分間の講座内容です。
【講座に必要な経費等】
　講座開催にかかる費用（講師料、テキスト代）は無料で、
講座に必要なテキスト等も市で準備します。
　なお、講座の講師は、専門の研修を受講した「認知症
キャラバン・メイト」が行います。
【現在のサポーター数】　北秋田市972人（平成25年２月
末日）、全国390万2790人(平成24年12月末日）

認知症サポーター講座を受講してみませんか認知症サポーター講座を受講してみませんか
【講座の申し込み】
①認知症サポート養成講座開催申込書に必
要事項を記入の上、申し込みを行ってくだ
さい。
②北秋田市在住・在勤の方を中心とした集
まりで、おおむね10人以上の参加で開催可
能です。会場は北秋田市内になります。
※対象外
○介護サービス事業者が従事者に対して実施
する研修（職員研修等）
○受講料が有料となる研修、講習等のプログ
ラム内、そのオプション企画としての講座
　認知症サポーター養成講座の開催を希望
される団体等がありましたら、お問い合わ
せ先にお電話ください。

　認知症の方やその家族が住みなれた家庭や地域で
生活できるように、また、認知症について誰もが自
らの問題として捉えるためにも、地域全体で支える
地域づくりを進めています。
　講座を受講して認知症を正しく理解し、認知症の
方やその家族を見守り、支援するサポーター（応援者）
になりましょう。

　　高齢福祉課介護保険班　☎62̶1112問

問

お問い合わせ
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バナー広告募集バナー広告募集
　北秋田市では、平成25年４月から市のホーム
ページに掲載する広告（バナー広告）を募集します。

■掲載ページ・位置・バナーサイズ
　市ホームページトップページ下部
　３段×３列＝９枠、
　（各160×55ピクセル)
■掲載期間
　平成25年４月１日（月）～募集枠が埋まるまで
■募集開始
　平成25年３月４日（月）　午前10時～
■掲載料
　３,０００円／月（申込期間に応じ割引あり）
　※申込最少単位は１カ月となります。
■お申込み方法等
　北秋田市のホームページをご覧いただき、掲
載基準等をご確認の上、お申し込みください。

北秋田市役所北秋田市役所
見本

市民窓口を土日開設します市民窓口を土日開設します市民窓口を土日開設します市民窓口を土日開設します

３月23日（土）、３月24日（日）
３月30日（土）、３月31日（日）
４月６日（土）

　市では、３月末から４月初めの転出・転入者が多
くなるこの時期に「通常の勤務時間内に来庁でき
ない」という方のために、土曜日と日曜日に臨時窓
口を開設しますのでご利用ください。

開設期日
［５日間］

午前８時30分～午後５時15分
北秋田市役所１階　市民課窓口
※本庁舎のみの開設となります
転出・転入届／住民票や印鑑証明
の発行／戸籍等の届出・発行／
税証明書の発行

開設時間
場 所

取扱業務

※県や学校などの関係機関への確認が必要な事務
については、取扱いできない場合もありますので、
事前に担当課に連絡し、当日対応できるか確認を
お願いします。
　　市民課市民班　☎62̶1114問

　教育委員会では、奨学資金の貸付制度を行って
います。
　この制度は、学業が優秀であり、経済的理由に
より就学困難な学生に対し、貸付審査会での審査
を経て学資を貸与するものです。

北秋田市奨学生を募集します

【対象者】　高校生／高等専門学校生
　　　　　短期大学生／大学生
【奨学金】　短期大学生／大学生　月額 35,000円
　　　高校生／高等専門学校生　月額 20,000円
【返済期間】　貸付期間の２倍の期間内
【申込期間】　４月１日（月）～４月30日（火）
※申込み用紙は教育委員会総務課のほか、各総合
窓口センターでお受け取りできます。
　奨学金制度は秋田県育英会や日本学生支援機
構など、他の団体でも同様の制度がありますが、
複数の団体からの奨学金の貸与を認めないもの
もありますのでご注意ください。
　　　教育委員会総務課　☎62̶6616申問　　総合政策課政策班　 ☎62̶6606問

お
知
ら
せ

南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13̶2 
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額12,400～21,400円 
トイレ：汲取　給湯：無　浴室：浴槽無 
南鷹巣団地･･･鷹巣字平崎上岱13̶2★ 
簡易耐火２階建３ＤＫ　月額15,400～29,200円 
トイレ：汲取　給湯：無　浴室：浴槽無 
胡桃館団地･･･綴子字胡桃館2★ 
簡易耐火２階建３ＤＫ　月額17,100～33,500円 
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無 
明田団地･･･福田字明田43★ 
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額10,900～15,400円 
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無 
御嶽団地･･･本城字上悪戸31̶1 
木造平屋２戸建２ＤＫ　月額18,200～35,800円 
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス 
東裏簡二団地･･･阿仁水無字畑町東裏49̶1 
簡易耐火２階建２ＤＫ　月額10,500～20,700円 
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽無 
三両団地･･･阿仁水無字寺後1̶5★ 
木造平屋１戸建３ＤＫ　月額10,500～20,600円 
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有 
上新町団地･･･阿仁水無字上新町東裏4̶6★ 
木造２階建２戸建３ＬＤＫ　月額16,400～32,300円 
トイレ：水洗　給湯：無　浴室：浴槽有 
上杉団地･･･上杉字上屋布岱61̶47★ 
木造平屋１戸建４ＬＤＫ　月額47,000～80,000円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス 
諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33̶1★ 
木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額50,000～70,000円
トイレ：水洗　給湯：有　浴室：ユニットバス
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51̶1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額43,100円
トイレ：水洗　給湯：無　浴槽：有　（共益費800円）

市営住宅
入居者募集

【現地案内の日時】　第１回３月４日（月）又は５日
（火）／第２回３月18日（月）又は19日（火）
※ご希望の方は希望日の前日までに電話等でお申込いた
だき、当日は住宅所在地の庁舎ホールにお越し願います

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

　　都市計画課都市計画住宅班　☎72̶5246問

　※★印の住宅は単身入居できません
【入居資格】
・収入基準を満たすこと
・住宅に困窮していることが明らかなこと
・市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３ヵ月分（退去時までの預り金）
【受付期間】　第１回　３月１日（金）～７日（木）
第２回　３月15日（金）～21日（木）　※土日祝日除く
【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川総
合窓口センター／阿仁総合窓口センター

問問

問 問
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100歳おめでとうございます！

山城チヱさん（七日市本郷）
大正２年２月12日生まれ

お
誕
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で
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三

木

田

北秋田市民病院 ☎62-7001

▼３月の休診日
休診日＝７日（木）、13日（水）

（耳鼻咽喉科）

午後休診日＝８日（金）、18日（月）
▼３月の休診日（眼科）
休診日＝26日（火）

▼３月の休診日
休診日＝４日（月）、６日（水）、８日（金）
　　　　11日（月）、13日（水）

（神経内科）
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弔
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０
０
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３
件
）

▽
会　
費　
13
万
８
４
８
８
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８
０
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５
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９
３
６
８
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日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

曜

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

電話番号

69－5300

62－2261

63－2700

60－1055

72－4501

78－3161

82－2351

62－7001

63－0105

62－1146

69－7311

62－2882

62－1400

62－1101

63－2700

62－1155

62－7001

62－2261

72－4501

63－0515

82－2351

78－3161

60－1055

62－1400

62－1146

63－0105

62－2882

62－1101

62－1155

62－7001

69－7311

医 療 機 関 名

毛利整形外科クリニック

津 谷 内 科

たむら内科クリニック

うえだクリニック

米 内 沢 診 療 所

国民健康保険合川診療所

阿 仁 診 療 所

北 秋 田 市 民 病 院

佐々木産婦人科医院

奈 良 医 院

児玉内科クリニック

藤 原 医 院

石川耳鼻咽喉科医院

盛 岡 外 科 医 院

たむら内科クリニック

近 藤 医 院

北 秋 田 市 民 病 院

津 谷 内 科

米 内 沢 診 療 所

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

阿 仁 診 療 所

国民健康保険合川診療所

う え だクリニック

石川耳鼻咽喉科医院

奈 良 医 院

佐々木産婦人科医院

藤 原 医 院

盛 岡 外 科 医 院

近 藤 医 院

北 秋 田 市 民 病 院

児玉内科クリニック

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する方です。
仕事や職場の都合で夜間診療を受ける場合は、診療
に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にかか
わらず事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

（診療時間 18：30～ 21：00）

お
知
ら
せ

6010485100868553808886869968887992869285

人口と世帯数
※１月31日現在住民基本台帳による

総人口 35,996人（70人減）【167人（８人増）】
　男　 16,830人（35人減）【 23人（０人）　】
　女　 19,166人（35人減）【144人（８人減）】
　出生 15人【０人】　　転入 36人【１人】
　死亡 71人【０人】　　転出 50人【９人】
世帯数  14,444世帯（31世帯減）【160世帯】
※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比

865671406573989383827182849490908488809684838464748680

３
月
の
休
館
日

■
鷹
巣
図
書
館 

☎
62-

３
３
１
１

■
森
吉
図
書
館 

☎
72-

３
１
９
２

両
館
と
も（
６
、13
、17
、20
、27
、31
日
）

■
ひ
ま
わ
り
の
家 

☎
78-

４
０
２
５

（
４
、
11
、
18
、
25
日
）

　
ハ
ケ
ノ
下
遺
跡
・ハ
ケ
ノ
下
Ⅱ
遺
跡

　
地
域
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　
平
成
23
年
･
24
年
に
発
掘
さ
れ
た
地

元
の
遺
跡
の
調
査
成
果
を
報
告
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　
３
月
17
日
（
日
）

時
間　
13
時
〜
14
時
30
分

場
所　
堂
ケ
岱
自
治
会
館

内
容　
各
遺
跡
・
出
土
品
解
説
、
出
土

品
展
示
、
遺
跡
写
真
パ
ネ
ル
展
示

○
ハ
ケ
ノ
下
遺
跡

　
鎌
倉
時
代
の
建
物
跡
、
安
土
桃
山
時

代
〜
江
戸
時
代
の
水
田
跡
の
調
査

○
ハ
ケ
ノ
下
Ⅱ
遺
跡

　
平
安
時
代
の
集
落
跡
の
調
査

　
　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
７‐69‐
３
３
３
１

問

申問
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（問）合川公民館  ☎78-2114（問）合川公民館  ☎78-2114

時間：１８時４５分頃～１９時３０分頃時間：１８時４５分頃～１９時３０分頃 場所：小阿仁川流域場所：小阿仁川流域

★

★

★
★

★

★

★

★
★

（県道鷹巣川井堂川線）（県道鷹巣川井堂川線）※それぞれの場所で時間は異なります※それぞれの場所で時間は異なります

県道
鷹巣川井堂川線
県道
鷹巣川井堂川線

３月 20 日（水）３月 20 日（水）３月 20 日（水）３月 20 日（水）

■日時
■場所
■料金

文化会館

開演14:00

一般 2,500円　高校生以下 1,000円
※当日は500円増

全席自由全席自由

○宝くじ助成による特別料金 （問）文化会館　☎62̶3311

宝くじ文化公演

【北秋田市】文化会館・中央公民館・合川公民館・阿仁公民館・森吉コ
ミュニティセンター・日活書店・北秋協販・福助堂・ひまわりの家
【大館市】大館市民文化会館　【能代市】能代市文化会館

前
売
所

３月10日 日

４月１日から

　市役所では、平成21年４月から係の名称を「○○
班」として業務をすすめてきましたが、25年４月か
らは市民の皆さんに分かりやすく、親し
みのある名称として「○○係」への変更
を予定しています。

市 民 課 市 民 班　　市 民 課 市 民 係
生 活 課 環 境 班　　生 活 課 環 境 係
福祉課こども福祉班　　福祉課こども福祉係
高齢福祉課介護保険班　　高齢福祉課介護保険係
健康推進課健康推進班　　健康推進課健康推進係
農林課農業振興班　　農林課農業振興係
建 設 課 工 務 班　　建 設 課 工 務 係
上下水道課水道班　　上下水道課水道係
生涯学習課生涯学習班　　生涯学習課生涯学習係

詳しくは広報４月号でお知らせします

（問）総務課総務班　☎62̶6602

市役所の班の名称が変わります市役所の班の名称が変わります市役所の班の名称が変わります市役所の班の名称が変わります
から　　　　　へから　　　　　へ班（はん）班（はん） 係（かかり）係（かかり）

【現在】 【４月から】

旧合川南小

編
集
・
発
行
／
北
秋
田
市
総
務
部
総
合
政
策
課　
〒
０
１
８̶

３
３
９
２　
秋
田
県
北
秋
田
市
花
園
町
19 
番
１
号　
☎
０
１
８
６̶

62̶

１
１
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
６̶
63̶
２
５
８
６　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
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.city.kitaakita.akita.jp
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